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高速道路が通った！
企業が進出し、雇用が増える！
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三次市

広島市

尾道市

松江市

広島空港

▼工業団地位置図

沿線：尾道市（一定規模（投下資本５千万以上の工場等・H26は見込み含む）の新設・増設数、三次工業団地（H27.4見込み含む）の
新設数、島根県東部（安来市、松江市、出雲市、斐川町、雲南市、奥出雲町、飯南町・H27.1時点）の新設・増設数

資料：H27.1尾道市・三次市より提供、島根県ＨＰより
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沿線の企業進出・雇用者数の変化
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新たに、
神原企業団地

（約3ha）を整備

尺の内流通業務団地（雲南市）

尾道松江線の整備を見据え、Ｈ19以降、
3社が進出、1社が増設(賃貸含む)。
【利用率99%（H26現在）】

企業立地が進み、新たな企業団地を整備



高速道路クロス
その交点で地域が活性化！

広島県三次市では、「中国横断自動車道尾道松江線」の整備(Ｈ27.3.22全線開通)により、既存の
「中国縦貫自動車道」と、「三次東JCT･IC」で十字接続され、高速道路のクロス地点となった。

クロス地点に近い「酒屋地区」には都市機能が集積し、「三次工業団地」では企業立地も進んでいる。
酒屋地区の居住人口、三次市の観光客数は増加傾向(いずれも約２割増)にあり、今後も更なる拡
大が期待される。

西酒屋町

酒屋地区の人口の推移

出典)三次市市民生活課調べ
【中国縦貫自動車道】
S58.3.24 全線開通

【中国横断自動車道尾道松江線】
H16.1.30 新直轄方式として事業化
H25.3.30 松江自動車道全線開通
H26.3.30 尾道自動車道一部開通
H27.3.22 尾道松江線全線開通

企業立地の進展(三次工業団地)

松江道開通後(H25.3～)に３企業が立地!
※三次市企業誘致化へのヒアリング結果より

最近の新たな企業進出では、

『白鳳堂 三次工場』が
平成２７年５月より操業開始
◆伝統的毛筆製造技術の化粧筆を製造

■三次市全体の観光客数
H17：243.6万人/年 ⇒ H25：294.9万人/年 【51.3万人増加(約２割増)】
注）本資料に示す観光客数は、H17(松江自動車道全線開通前）と現在(H25）の比較

(広島県統計年鑑及び三次市観光交流課ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果より）

観光客数の増加

H25増改築

H6移転

東酒屋町

H6完成

広島三次ワイナリー

H17：38.6万人/年 ⇒ H25：44.4万人/年
【5.8万人増加(15％増)】

H17：開業前 ⇒ H25：10.4万人/年
【10.4万人増加】

H18完成

奥田元宋・小由女美術館

三次中央
病院 ●●酒河⼩学校 ●みよし運動公園

（三次きんさいスタジアム）

H25完成
トレッタみよし ●

三次⼯業団地
（５７ha）

H27完成

都市機能集積



つながる『横断道』
国際競争力の向上、拡大する外需

愛媛県今治市の「今治タオル」の原材料の約7割は島根県出雲市より尾道松江線を通って陸送
綿⽷の輸送時間短縮や安定供給が、欧⽶諸国から評判も⾼い「今治タオル」の海外輸出を⽀援

陸送支援は売上にも貢献！

今治タオル
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